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長
門
市
の
平
成
19
年
度
の
決
算
が
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
収
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
か
、
長
門
市
の
台
所
事
情
を
平
成
19
年
度
の
決
算
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

長
門
市
の
会
計
は
３
つ
の
会
計
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
一
つ
目
は
、
一
般
的
な
経
費
が
出
し

入
れ
さ
れ
る
「
一
般
会
計
」、
２
つ
目
は
特
別

な
事
業
を
行
う
た
め
の
経
費
を
一
般
会
計
と

は
区
別
し
て
出
し
入
れ
す
る
「
特
別
会
計
」、

３
つ
目
は
法
律
に
よ
っ
て
収
益
が
認
め
ら
れ

て
い
る
水
道
事
業
な
ど
の
「
公
営
企
業
会
計
」

で
す
。
こ
の
中
で
、
市
の
運
営
上
の
中
核
と

な
り
、
最
も
大
き
な
お
金
が
出
入
り
す
る
会

計
が
「
一
般
会
計
」
で
す
。

【
一
般
会
計
】

私
た
ち
の
生
活
に
最
も
関
わ
り
が
深
い
の

が
一
般
会
計
で
す
。
平
成
19
年
度
一
般
会
計

で
は
、
歳
入
が
２
１
２
億
１
、
８
２
６
万
円
、

歳
出
が
２
０
８
億
５
、
８
８
４
万
円
で
、
差

し
引
き
３
億
５
、
９
４
２
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
対
前
年
比
は
歳
入
が
６
・

４
％
の
減
、
歳
出
が
６
・
６
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
歳
入
】
市
税
歳
入
は
10
％
の
増

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
た
ば

こ
税
・
特
別
土
地
保
有
税
）
が
、
43
億
５
、
７

９
８
万
円
で
、
前
年
に
対
し
て
10
％
の
増
、

歳
入
全
体
の
20
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

つ
い
で
、
市
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
「
地
方
交
付
税
」
が
80
億
４
、
６
９

８
万
円
で
前
年
度
比
３
％
減
、
歳
入
全
体
の

37
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
く
市
税
や
使
用
料
な
ど
、
長
門
市
が
独
自

用語解説
■自主財源
市税や市の施設の使用料な

ど市が独自で調達するお金
■依存財源
地方交付税や国・県支出金

など国や県から市に入ってく
るお金

に
確
保
で
き
る
収
入
を
「
自
主
財
源
」
と
呼
び

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
や
借
入
金
を
「
依
存
財
源
」
と
呼
び

ま
す
。
平
成
19
年
度
の
歳
入
で
は
、
自
主
財

源
が
歳
入
全
体
の
28
・
８
％
で
、
依
存
財
源

は
歳
入
全
体
の
71
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
割
合
が
少
な
い
ほ
ど
財
政
の
健

全
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
14
億
６
、
９
９
４
万
円
の
減

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
民
生
費
で
47
億
８
１
５

万
円
で
、
全
体
の
22
・
６
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
民
生
委
員
補
助
、
社
会
福
祉
協
議
会
補

助
、
住
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
所
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
昨
年
度
に
比
べ

３
億
３
、
９
１
３
万
円
、
６
・
７
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
次
に
多
い
の
が
公
債
費
で
家
庭

に
例
え
る
と
ロ
ー
ン
の
返
済
に
当
た
り
、
39

億
９
、
６
７
８
万
円
で
全
体
の
19
・
２
％
に
な

り
ま
す
。
昨
年
度
に
比
べ
、
５
億
７
１
３
万

円
、
14
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
３
番

目
に
多
い
の
が
、
総
務
費
で
34
億
１
９
６
万

円
、
全
体
の
16
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
三
隅
地
区
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
広
帯

域
化
の
事
業
費
５
億
４
、
２
６
９
万
円
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
比
べ
７
億
２
、
３

２
０
万
円
、
17
・
５
％
の
減
で
し
た
。

歳
出
を
、
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、
義
務

的
経
費
が
51
・
５
％
で
昨
年
に
比
べ
３
・
７
％

の
減
、
投
資
的
経
費
が
15
・
９
％
で
昨
年
に

比
べ
29
・
８
％
の
減
で
し
た
。
投
資
的
経
費

の
減
少
は
地
域
間
サ
ー
ビ
ス
平
準
化
の
た
め

の
大
型
事
業
が
一
段
落
し
た
た
め
で
す
。

■総務費
市の全般的な事務事業のた

めの経費
■農林水産費
農林業の振興、漁港などの

維持・整備、農業委員会の経費
■土木費
道路・公園・市営住宅などの

維持・整備の経費
■衛生費
各種検診、環境対策、ごみ

処理などの経費
■教育費
小・中学校の教育、文化・ス

ポーツ振興などの経費
■消防費
消防署に関する経費
■商工費
商工業や観光振興のための

経費
■議会費
市議会運営のための経費

0 2 4 6 8 10 12

性質別歳出割合

用語解説
■義務的経費
支出が義務づけられており、

任意に削減できない経費
■投資的経費
建物や道路の整備などの経

費で、その支出の効果が長期
にわたって持続するもの
■民生費
児童・高齢者・障害者など

の福祉に関する経費
■公債費
事業を行うために借り入れ

たお金の償還金

■市税
市民のみなさんから納めて

いただく税金や会社の法人市
民税など
■地方交付税
国の所得税、法人税、酒税

などを一定割合で市の財政状
況に応じて国から交付される
お金
■市債
市が事業を行うために借り

入れたお金
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去
る
10
月
28
日
の
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
、

平
成
19
年
度
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
独
立
性
を
要
請
さ
れ
る
私
た
ち

と
し
て
は
、
年
間
を
通
じ
た
定
期
監
査
や
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
書
の
集
中
的
な
書

面
審
査
の
結
果
と
し
て
、
厳
し
い
注
文
を
多

く
記
し
て
い
る
と
は
い
え
「
正
確
で
あ
る
こ

と
を
認
め
た
」
以
上
、
内
心
ほ
っ
と
し
て
い
る

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
は
、
合
併
し
た
最
初
の
年
に
、
新

市
の
決
算
規
模
の
中
期
的
な
変
化
を
検
証
す

る
た
め
、
仮
想
の
16
年
度
新
長
門
市
の
決
算

分
析
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
決

算
規
模
は
16
〜
19
年
度
、
一
般
・
特
別
会
計
の

合
計
が
ほ
ぼ
400
億
円
で
推
移
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
市
町
村
合
併
の
財
政
的
効
果

は
、
重
複
す
る
機
関
・
役
職
等
を
ス
リ
ム
化
す

る
こ
と
に
よ
る
経
常
的
な
経
費
の
圧
縮
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
効
果
が
な
か
な
か
見
え
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
約
束
さ
れ
た
重

点
事
業
を
、
少
し
無
理
を
し
て
で
も
実
施
す

る
こ
と
が
新
市
の
市
長
に
課
さ
れ
た
責
務
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
方
、
職
員
の
中
で
、
予
算
は
節
約
し
た

結
果
余
っ
て
も
い
い
の
だ
と
い
う
意
識
が

徐
々
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
危
機
は
好
機

で
も
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、
財
政
の
苦
境
は

職
員
の
意
識
改
革
を
否
応
な
く
進
め
て
い
ま

す
。
あ
と
５
年
す
れ
ば
地
方
交
付
税
の
上
乗

せ
が
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
額
は
私
た
ち
に
と
っ
て
生
や
さ
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
十
分
考
慮

し
て
、
公
共
団
体
と
し
て
の
事
務
・
事
業
の
水

準
を
維
持
し
つ
つ
「
選
択
と
集
中
」
を
第
一
と

し
た
財
政
運
営
が
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。

長門市代表監査委員　今浦丈志さん

【
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
】

特
別
会
計
は
、
特
別
の
事
業
を
行
う
場
合

に
、
特
定
の
収
入
（
た
と
え
ば
、
保
険
料
や
使

用
料
な
ど
）
を
も
っ
て
そ
の
事
業
に
あ
て
る
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
、
経
理

上
そ
の
内
容
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
設
け
ら

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
は

上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

長
門
市
の
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事

業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
号

の
「
財
政
状
況
報
告
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
の
指
標

地
方
公
共
団
体
の
財
政
を
適
正
に
運
営
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）

が
平
成
20
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
り
、
長
門
市
の
財
政
健
全

度
を
判
断
す
る
４
つ
の
指
標
を
、
平
成
19
年

度
決
算
の
数
値
か
ら
公
表
し
ま
す
。

４
つ
の
指
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
の
赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模
に

占
め
る
割
合
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
だ
け
で
は
な
く
全
会
計
の
赤
字

額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

③
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
借
入
金
の
返

済
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

④
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
負
債

の
額
か
ら
、
基
金
な
ど
の
貯
金
を
差
し
引
い

た
額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

財
政
健
全
化
法
で
は
、
こ
の
４
つ
の
指
標

に
よ
り
市
の
財
政
状
況
を
「
早
期
健
全
化
（
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
と
「
財
政
再
生
（
レ
ッ
ド
カ

ー
ド
）」
の
２
段
階
で
判
断
し
ま
す
。
平
成
19

年
度
決
算
の
数
字
か
ら
算
出
し
た
長
門
市
の

こ
れ
ら
の
指
標
の
値
は
健
全
財
政
の
範
囲
内

に
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率
は
、
公
営
企
業
会
計
に
お

け
る
資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
占
め
る
割

合
を
表
し
て
い
ま
す
。
長
門
市
の
公
営
企
業

は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
金
不
足
額
が
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え

る
と
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
自
主
的

な
経
営
健
全
化
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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▲ 前人未踏の６連覇を達成した「５年どんぐりぐみ」／カーニバルキングコンテスト

▲ 体に響く迫力の和太鼓ライブ／三隅清風太鼓

▲ 大当たり～！／みすみ☆夢☆抽選会 ▲ 会場にはロボット体験コーナーも

▲ 23.42ｍを達成！／世界一長いやきとり

▲ 今年も大盛況！長い行列ができました／焼き鳥専門店が軒を連ねた「やきとり横丁」

▲ 飛んでけ～！／紙飛行機コンテスト

▲かわいい火の用心／幼年消防クラブパレード ▲息ぴったり！軽快なブラスバンド演奏

▲青波による力強い和太鼓演奏 ▲美しいハーモニー／みすゞ少年少女合唱団

▲「こっち！こっち～！」／ふるさとまつり恒例のもちまき

▲ 一糸乱れぬ華麗な旗さばき／浅田小学校マーチングバンド

▲ オープニングは三隅保育園児によるかわいいパレード

▲ しなやかにかっこよく！軽快なダンス

▲ さぁ、みんなで踊ろう！／市民総踊りパレード

三
隅
公
民
館
周
辺
で
『
み
す
み
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
〜
み
ん
な
の
カ
ー
ニ
バ
ル

２
０
０
８
』
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

三
隅
保
育
園
児
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
や

浅
田
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
、

み
す
み
☆
夢
☆
抽
選
会
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
な
か
で
も
恒
例
の

「
カ
ー
ニ
バ
ル
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
７
チ
ー
ム

が
出
場
。
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
仮

装
や
踊
り
に
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

市
役
所
本
庁
周
辺
で
『
第
24
回
い
き

い
き
の
び
の
び
な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
』
が
開
催
さ
れ
、
約
３
万
１
千
人
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
「
や
き
と
り
横
丁
」

に
は
、
市
内
の
や
き
と
り
店
な
ど
７
店

舗
の
ほ
か
、
埼
玉
県
東
松
山
市
、
福
島

県
会
津
若
松
市
、
福
島
県
川
俣
町
も
出

店
。
販
売
開
始
直
後
か
ら
各
店
に
長
蛇

の
列
が
で
き
る
大
盛
況
で
し
た
。

「
世
界
一
長
い
や
き
と
り
」
で
は
、
23

ｍ
42
cm
の
記
録
を
達
成
。
見
事
世
界
記

録
の
更
新
に
再
度
成
功
し
ま
し
た
。



ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
駐
車
場
を
会
場
に

『
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in
ゆ
や
』

が
開
催
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
中
、
多
く
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
保
育
園
児
遊

戯
、
健
康
銭
太
鼓
演
奏
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

和
太
鼓
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
翔
門
の
演
奏
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
マ
グ
ロ
の
解
体

実
演
販
売
で
は
、
み
ご
と
な
手
際
に
み

な
さ
ん
び
っ
く
り
。
お
頭
や
カ
マ
の
競

り
売
り
が
行
わ
れ
競
っ
て
手
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。
切
り
身
は
さ
っ
そ
く
販
売

さ
れ
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

▲ 60kgの本マグロがあざやかな包丁さばきでみるみる解体／マグロ解体実演

▲ わが子の熱演をカメラに ▲ 元気いっぱい保育園児(菱海、久津、大浦)の遊戯

▲ マグロの「お頭」を差し上げます！ ▲ いきいき健康！／銭太鼓演奏

▲「こっちにもまいて！」大興奮のもちまきのようす▲「太鼓って楽しいね！」翔門のステージでは子ども太鼓教室が

▲「お頭」ほしいぞ！じゃんけんぽん！

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
会
場
に
『
日
置
ふ
る
さ
と
祭
り
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和
太
鼓
演
奏
や
よ

さ
こ
い
競
演
、
綱
引
き
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
約
３
千
人
の
人
手
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
恒
例
と
な
っ
た
「
ジ
ャ

ン
ボ
の
り
巻
き
に
挑
戦
」
で
は
、
昨
年

の
記
録
を
１
ｍ
更
新
す
る
76
ｍ
の
の
り

巻
き
作
り
に
見
事
成
功
。
参
加
者
全
員

で
の
り
巻
き
を
か
か
え
上
げ
る
と
、
見

守
っ
て
い
た
大
勢
の
観
客
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲かわいいカミナリさま／日置保育園児によるお遊戯

▲ 76ｍののり巻き大成功！／ジャンボのり巻きに挑戦▲ 元気にドンドコ！／太鼓海（たくみ）クラブ

▲ 華麗なよさこい踊り／ながとよさこい連-永遠- ▲ 日置保育園児による元気いっぱいの鼓笛演奏

▲ 若さ爆発！綱引き大会 ▲ うメェ～？／わくわく動物広場



11
月
14
日
、
第
４
回
長
門
市
老
人
ク

ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
な
が
と
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康

づ
く
り
の
推
進
と
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
促
進
を
図
ろ
う
と
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

550
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
風
船
を
頬
で
は
さ
ん
で
走

る
「
あ
つ
あ
つ
カ
ッ
プ
ル
」
や
玉
入
れ
、
大
玉
こ
ろ
が
し
な
ど
の

競
技
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
仙
崎
中
学
校
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
運
営
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ふ
れ
あ
い
楽
し
い
一
日

11
月
８
日
、
み
す
ゞ
い
い
こ
と
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
仙
崎
駅
で
行
わ

れ
ま
し
た
。「
み
す
ゞ
い
い
こ
と
花
壇
」

は
、
県
道
仙
崎
港
線
の
歩
道
お
よ
そ
700

ｍ
の
「
い
い
こ
と
通
り
」
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
現
在
、

個
人
や
団
体
が
、
35
ヵ
所
の
花
壇
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
花
壇
の
総
合
的
な
美
し
さ
や
手
入

れ
の
状
態
な
ど
を
審
査
し
た
結
果
、
最
優
秀
賞
に
「
花
い
ち
も
ん

め
」、
優
秀
賞
に
、「
金
光
教
仙
崎
教
会
」、「
バ
ニ
ラ
」、「
（有）
マ
ツ

オ
カ
」
の
３
つ
の
花
壇
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
仙
崎
婦
人
会

が
管
理
す
る
花
壇
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

み
す
ゞ
い
い
こ
と
花
壇
表
彰
式

花
で
心
の
お
も
て
な
し

長
門
市
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い
・
山
口
県
歩
こ
う
大
会

楽
し
く
歩
い
て
健
康
に
！

11
月
16
日
、「
長
門
市
健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い
・
山

口
県
歩
こ
う
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約

550
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
心
配
さ
れ
た
雨
も
あ
が
り
、
参
加
者
は
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
か
ら
仙
崎
人
工
島
ま
で
の
道
の
り
を
、
み
す
ゞ
通
り
や
街
路

樹
が
秋
色
に
染
ま
っ
た
海
岸
通
り
な
ど
、
仙
崎
の
街
並
み
や
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

折
り
返
し
・
昼
食
地
点
と
な
っ
た
仙
崎
人
工
島
多
目
的
集
会
所
前
で
は
、
長

州
ど
り
、
地
元
産
野
菜
を
使
っ
た
健
康
と
り
め
し
や
新
鮮
な
魚
と
イ
カ
の
す

り
身
を
使
っ
た
つ
み
れ
汁
、
や
き
と
り
な
ど
が
用
意
さ
れ
た
ほ
か
、
体
脂
肪

測
定
や
体
内
年
齢
測
定
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
１
日
、
長
門
市
立
図
書
館
で
新
長

門
市
立
図
書
館
開
館
10
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
図
書
館
に
寄
附
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
貢
献
し
た
９
団
体
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
と
お
勧
め
の

１
冊
に
つ
い
て
文
章
を
よ
せ
た
「
私
の
好
き
な
本
で
賞
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
130
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
松
永
光
子

さ
ん
（
日
置
上
上
城
）
に
記
念
品
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
・
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
公
開
講
座
、
記
念
公

演
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

新
長
門
市
立
図
書
館

開
館
10
周
年
記
念
式
典

11
月
18
日
、
長
門
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に

よ
る
「
防
火
・
交
通
安
全
の
集
い
」
が
長
門
市
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
火
災
や
交
通
事
故
の
多
発
す
る
こ

の
時
期
、
高
齢
者
の
火
災
に
よ
る
被
害
や
交
通
事
故
を
減
少
・
撲
滅
し
、
日
常

生
活
の
安
全
安
心
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
消
防
本
部
、
長
門
警
察

署
と
共
同
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

消
防
本
部
、
長
門
警
察
署
に
よ
る
防
火
・
交
通
安
全
に
関
す
る
講
話
や
、
あ

お
い
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
太
鼓
演
奏
の
ほ
か
、
消
防
本
部
職
員

に
よ
る
家
庭
用
火
災
報
知
器
や
消
火
器
の
悪
質
訪
問
販
売
を
題
材
と
し
た
寸

劇
、
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

悪
質
訪
問
販
売
に
も
ご
注
意
を
！

防
火
・
交
通
安
全
の
集
い



俵
山
特
産
の
「
長
門
ゆ
ず
き
ち
」

を
使
っ
た
お
菓
子
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
洋
菓
子
店
「
ル
モ
ン
ド
」

が
、
こ
の
ほ
ど
ゆ
ず
き
ち
を
使
っ

た
カ
ス
テ
ラ
「
俵
山
湯
久
里

ゆ

っ

く

り

か
す

て
い
ら
」
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
カ
ス
テ
ラ
に
は
、
ゆ
ず
き

ち
と
俵
山
の
み
そ
が
使
わ
れ
て
お

り
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
ゆ
ず
き
ち

の
香
り
と
み
そ
の
コ
ク
が
マ
ッ
チ

し
た
絶
妙
の
味
わ
い
が
特
徴
。

「
俵
山
の
素
材
は
加
工
が
し
や

す
く
雑
味
が
な
い
。
素
材
の
ス
ッ

キ
リ
と
し
た
味
わ
い
が
生
き
て
く

る
ん
で
す
よ
」
と
話
す
小
泉
社
長
。

イ
メ
ー
ジ
は
、
俵
山
の
素
朴
で
な

つ
か
し
い
『
和
』
の
雰
囲
気
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ゆ
ず
み
そ
を
練
っ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
得
た
の
だ
と
か
。

現
在
、
同
店
と
白
猿
の
湯
売
店

で
販
売
中
の
こ
の
新
カ
ス
テ
ラ
、

遠
く
は
山
口
市
や
下
関
市
か
ら
求

め
ら
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
と
い

う
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。「
緑
茶
と

合
わ
せ
て
み
る
の
も
い
い
と
思
い

ま
す
よ
」
と
小
泉
社
長
。

「
私
た
ち
と
同
じ
環
境
の
中
で

育
っ
た
農
作
物
は
、
私
た
ち
の
体

に
と
て
も
合
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
。
お
い
し
く
体
に
い
い
も
の

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら
も
地

元
の
特
産
品
を
使
っ
た
商
品
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
今
後
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

ゆ
ず
き
ち
で

カ
ス
テ
ラ

小 泉
こ い ず み

成 弘
し げ ひ ろ

さ ん

（有）ルモンド

※
仕
事
は

３
年
１
組
を
担
任
し

て
い
ま
す
。
日
置
小
の
子
ど
も

た
ち
は
素
直
で
明
る
い
子
ば
か

り
で
、
み
ん
な
の
び
の
び
過
ご

し
て
い
ま
す
よ

※
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
　
い
つ

も
笑
顔
で
い
る
こ
と
で
す
。
あ

と
、
子
ど
も
を
叱
っ
た
後
は
、

ど
こ
か
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
よ
う

に
も
心
が
け
て
い
ま
す

※
趣
味
は
　
音
楽
で
す
ね
。
山
口

県
交
響
楽
団
に
所
属
し
活
動
し

て
い
ま
す
。
様
々
な
楽
器
の
音

色
が
合
わ
さ
っ
て
１
つ
の
音
に

な
る
と
こ
ろ
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す

※
好
き
な
タ
イ
プ
は
　
頼
り
に
な

る
人
、
自
分
を
引
っ
ぱ
っ
て
く

れ
る
人
が
い
い
で
す
ね

※
結
婚
は

20
代
の
う
ち
に
は
し

た
い
な
と
…

※
自
由
に
一
言
　
温
か
い
目
で
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
見
守
っ
て

い
け
る
よ
う
な
先
生
に
な
り
た

い
で
す
。
今
は
ま
だ
無
理
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
母

親
の
よ
う
な
存
在
に
な
れ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す

笑
顔
と温

か
い
目
で

矢 壁
や か べ

由 理
ゆ り

さ ん

日置小学校 勤務

愛
鳥
日
だ
よ

全
員
集
合
！

伊上小学校私
が
通
っ
て
い
る
伊
上
小
学
校
は
、
全

校
児
童
17
名
と
い
う
少
な
い
人
数
で
す
が
、

元
気
は
人
数
の
５
倍
以
上
あ
り
ま
す
。
け

ん
か
を
す
る
こ
と
も
少
な
く
、
み
ん
な
仲

良
し
で
す
。

最
近
私
達
は
愛
鳥
活
動
と
い
っ
て
、
鳥

小
屋
の
中
を
大
そ
う
じ
す
る
活
動
を
し
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
古
い
す
く
も

を
す
み
か
ら
す
み
ま
で
取
る
と
、
ホ
コ
リ

が
ま
い
上
が
っ
て
大
変
で
す
。
で
も
み
ん

な
鳥
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
で
、

弱
音
を
は
く
人
は
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て

か
き
集
め
た
す
く
も
は
花
だ
ん
の
肥
料
に

し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
む
だ
に
し
な

い
よ
う
に
活
用
す
る
の
が
工
夫
で
す
。
そ

の
後
、
新
し
い
ふ
か
ふ
か
の
す
く
も
を
小

屋
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
ま
す
。
鳥
た
ち
が
卵

を
産
ん
で
い
る
場
所
は
、
す
く
も
を
巣
の

よ
う
な
形
に
し
た
り
、
敷
き
方
を
工
夫
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
最
後
は
外
の
サ
ー
ク

ル
に
出
し
て
お
い
た
鳥
を
小
屋
に
入
れ
て

終
了
で
す
。
鳥
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
し

て
い
る
様
子
を
見
て
、
み
ん
な
と
っ
て
も

満
足
し
て
い
ま
す
。

伊
上
小
で
は
金
魚
も
飼
っ
て
い
ま
す
が
、

２
週
間
に
１
回
は
水
そ
う
を
き
れ
い
に
し

て
い
ま
す
。
そ
う
、
伊
上
っ
子
は
生
き
物

が
大
好
き
な
ん
で
す
。

中 村
な か む ら

遼 子
り ょ う こ

さ ん

伊上小学校 ６年
鳥小屋大そうじの様子

鹿 嶋
か し ま

智 晴
と も は る

さ ん

向津具中学校 ３年

向津具中学校

学
習
発
表
会
を終

え
て

10
月
26
日
に
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
学
習
発
表
会
は
２
回
目
と
な
り

ま
す
。
学
習
発
表
会
は
午
前
の
部
と
午
後
の

部
に
分
か
れ
て
い
て
、
午
前
の
部
で
は
各
学

年
ご
と
に
、
日
頃
の
総
合
学
習
で
学
ん
だ
こ

と
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

１
年
生
は
、「
向
津
具
の
歴
史
」
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。
２
年
生
は
、
８
月
と
９
月

に
実
施
さ
れ
た
職
場
体
験
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
生
は
環
境
グ
ル
ー
プ

と
幼
児
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
発
表
し
ま
し

た
。
環
境
グ
ル
ー
プ
で
は
向
津
具
の
ご
み
の

状
況
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
幼
児
グ
ル

ー
プ
は
大
浦
保
育
所
と
久
津
保
育
所
の
こ
と

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
各
学
年
の
内
容

の
充
実
し
た
発
表
は
、
保
護
者
の
方
や
地
域

の
人
に
も
反
応
が
良
く
、「
ふ
る
さ
と
向
津
具
」

の
良
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

午
後
か
ら
の
「
ふ
れ
あ
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
は
、
４
つ
の
講
座
を
設
け
、
竹
細
工
づ

く
り
や
お
菓
子
づ
く
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
な
ど
を
保
護
者
や
地
域
の
方
と
楽
し
み
ま

し
た
。
初
め
て
の
経
験
で
最
初
は
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
上
手
に
作
品
が
で
き
み
ん
な
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

向
津
具
中
学
校
は
全
校
生
徒
32
名
と
人
数

が
少
な
く
、
劇
な
ど
を
す
る
こ
と
も
む
ず
か

し
く
な
り
、
２
年
前
に
文
化
祭
か
ら
こ
の
学

習
発
表
会
へ
と
内
容
を
移
行
し
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
の
こ
と
を
学
び
、
そ
し
て
地
域
の
方

と
ふ
れ
あ
う
向
津
具
の
学
習
発
表
会
。
来
年

も
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
発
表
が
で
き
る
よ
う

に
、
後
輩
た
ち
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
向
津
具

の
よ
さ
を
継
承
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。



平
成
20
年
秋
の
叙
勲
に
、
市
内
か
ら
４
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■開会式　８：30～　市役所南側駐車場
■部門 一般1～3部、高校男子、中学生男子、一般女子、中学生・高校女子、小学生
■部門／参加資格
・一般の部は、市内に居住または市内の職場に在職の社会人とする（中・高校生の参加は2名まで）。体育協会
加盟登録チームで出場する場合に限り市外者の出場を認める

・高校の部は市内に居住または市内の高校に在学の高校生、中学生の部は市内の中学校に在学の学生とする
・小学生の部は、3年生以上とする（男女混合可）。３年生の出場は1.5㎞以内の区間（1,3,4区）に限る
■編成　監督1人、選手6人、補員2人、計9人　※一般の部に参加するチームは役員を1名出してください
■参加料　　　　　一般　3,000円

小・中・高校　1,500円
■申込方法　申込書に必要事項を記入のう
え、参加料を添えて申し込む。１日保険
に加入を希望される場合は、保険料（１
人200円×人数）を添えて申し込む

■申込期限　12／24（水）
■監督会議
・日時 １／16（金）18：30～
・場所　物産観光センター 2階会議室
※欠席チームは出場できません。代理出席
の場合は同一チーム内から出席すること　

■申し込み・問い合わせ
長門市体育協会　TEL 22-3540

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

林
　
憲
明
さ
ん

元
油
谷
町
議
会
議
員

75
歳
（
油
谷
中
畑
）

瑞
宝
双
光
章
（
社
会
福
祉
功
労
）

内
山
満
男
さ
ん

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

76
歳
（
通
６
区
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

伊
達
　
徹
さ
ん

深
川
幼
稚
園
園
長

72
歳
（
西
深
川
板
持
３
区
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

大
中
義
人
さ
ん

元
日
置
町
消
防
団
副
団
長

70
歳
（
日
置
上
黄
波
戸
）

償
却
資
産
の
申
告
は

２
月
２
日
（月）
ま
で
に

地
方
税
法
に
よ
り
平
成
21
年
度
固

定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
１
月
１
日
が
基
準
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
に
償
却
資

産
を
所
有
さ
れ
る
人
は
、
２
月
２
日

（月）
ま
で
に
市
役
所
本
庁
税
務
課
ま
た

は
お
近
く
の
支
所
に
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
償
却
資
産
申
告
を
行

わ
れ
た
人
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産

税
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
と
は
…

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
に

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
を

い
い
、
構
築
物
・
機
械
お
よ
び
装

置
、
船
舶
、
工
具
、
器
具
、
備
品

な
ど
で
す
。

（
例
）
レ
ジ
ス
タ
ー
、
業
務
用
冷
蔵

庫
、
事
業
用
の
パ
ソ
コ
ン

（
対
象
外
）

・
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
る
自
動
車
等

・
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
、
一
時
損
金
に
算
入
し
た
も
の

・
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産

で
、
３
年
間
の
一
括
償
却
を
選
択

し
た
も
の

耐
用
年
数
が
変
わ
り
ま
す

「
機
械
お
よ
び
装
置
」
の
耐
用
年

数
に
つ
い
て
は
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
該
当
資
産
を
所
有
さ
れ

る
人
は
、
耐
用
年
数
を
確
認
の
う

え
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ税

務
課
固
定
資
産
税
係

TEL
23
‐
１
１
２
５

人

権

週

間

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人

権
週
間
」
で
す
。

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
を
享
有

し
、
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す

る
に
は
、
自
分
の
人
権
の
み
な
ら
ず

他
人
の
人
権
に
つ
い
て
も
正
し
く
理

解
し
、人
権
を
相
互
に
尊
重
し
合
い
、

「
思
い
や
り
の
心
」「
か
け
が
え
の
な

い
命
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
今

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

常
設
人
権
相
談
所
は
次
の
と
お
り

毎
日
（
休
日
を
除
く
）
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
い
じ
め
、
虐
待
、
家
庭

内
ま
た
は
近
所
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

常
設
人
権
相
談
所

・
場
所
　
山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

（
萩
市
平
安
古
町
599
‐
３
）

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
４
７
８

・
時
間
　
平
日
８：

30
〜
17：

15

ま
た
、
長
門
市
の
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

（
長
門
地
区
担
当
）

西
本
美
智
子
（
大
羽
山
）

山
根
　
武
志
（
板
持
４
区
）

松
浦
　
靜
信
（
鍛
冶
屋
町
）

（
三
隅
地
区
担
当
）

山
田
　
孝
亮
（
生
島
）

沖
村
　
清
美
（
小
島
）

（
日
置
地
区
担
当
）

三
輪
　
久
榮
（
黄
波
戸
）

山
崎
　
陽
子
（
一
円
）

（
油
谷
地
区
担
当
）

加
茂
　
善
成
（
白
木
）

森
田
　
妙
子
（
大
迫
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
市
民
活
動
推
進
室

TEL
23
‐
１
１
１
５

年
末
年
始
の

し
尿
収
集
業
務
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
し
尿
収
集
業
務
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
年
末
は
申
し
込

み
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

長
門
・
日
置
・
油
谷
地
区

■
休
業
期
間

12
／
28
（日）
〜
１
／
４
（日）

■
年
内
の
申
込
期
限
　
12
／
17
（水）

■
し
尿
収
集
業
者

（有）
長
門
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

TEL
26
‐
２
７
５
２

油
谷
営
業
所
　
TEL
32
‐
２
３
４
５

三
隅
地
区

■
休
業
期
間

12
／
28
（日）
〜
１
／
４
（日）

■
年
内
の
申
込
期
限
　
12
／
26
（金）

■
し
尿
収
集
業
者

（有）
馬
場
ク
リ
ー
ンTEL

43
‐
０
３
０
３

※
市
役
所
窓
口
、
清
掃
工
場
な
ど
の

年
末
年
始
の
業
務
は
、
12
／
15
号

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

TEL
23
‐
１
１
３
４

街

頭

献

血

市
で
は
次
の
と
お
り
街
頭
献
血
を

実
施
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所
　

12
／
17
（水）

・
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

９：

30
〜
11：

30

・
山
口
福
祉
専
門
学
校

13：

30
〜
16：

30

12
／
19
（金）

・
水
産
高
校
　
　
９：

00
〜
11：

30

・
市
教
育
委
員
会

13：

00
〜
14：

00

・
Ｊ
Ａ
長
門
大
津
本
所

15：

00
〜
16：

30

■
そ
の
他

・
400
ml
、
200
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
手
帳
を
持
参

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
５



平
成
21
年
度

保
育
園
新
入
園
児
募
集

市
で
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
入

所
予
定
の
０
歳
（
７
ヵ
月
以
上
）
か

ら
５
歳
ま
で
の
保
育
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

■
入
所
人
員

■
入
所
受
入
年
齢

・
０
歳
児
（
原
則
７
ヵ
月
以
上
）
〜

通
保
育
園
、
東
深
川
保
育
園
、

み
の
り
保
育
園
、
三
隅
保
育
園
、

み
す
ゞ
保
育
園

・
１
歳
児
〜
　
そ
の
他
の
保
育
園

※
年
齢
は
入
所
月
初
日
の
年
齢

■
入
所
で
き
る
基
準

・
親
、
同
居
の
祖
父
母
等
が
昼
間
自

宅
外
で
仕
事
に
従
事
し
、
保
育
が

で
き
な
い
場
合

類
（
所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の
）

■
そ
の
他

・
入
所
申
し
込
み
に
あ
た
り
、
各
保

育
園
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
在
園
児
は
各
保
育
園
を
通
じ
て
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す

■
平
成
21
年
度
保
育
料
額
表（
予
定
）

・
親
、
同
居
の
祖
父
母
等
が
昼
間
自

宅
内
で
子
と
離
れ
て
、
日
常
の
家

事
以
外
の
仕
事
に
従
事
し
、
保
育

が
で
き
な
い
場
合

・
母
親
が
出
産
の
前
後
で
保
育
で
き

な
い
場
合

・
親
が
病
気
ま
た
は
心
身
に
障
害
が

あ
り
保
育
で
き
な
い
場
合

・
親
が
家
庭
内
で
、
長
期
に
介
護
を

要
す
る
親
族
の
た
め
、
そ
の
介
護

に
あ
た
り
保
育
で
き
な
い
場
合

・
災
害
に
よ
り
保
育
で
き
な
い
場
合

■
申
込
受
付
期
間

平
成
20
年
12
／
１
（月）
〜
26
（金）

※
閉
庁
日
は
除
く

※
受
付
期
間
終
了
後
の
申
込
で
は
希

望
す
る
保
育
園
へ
の
入
所
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
申
込
受
付
場
所

本
庁
地
域
福
祉
課
子
ど
も
未
来
室

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法

地
域
福
祉
課
、
三
隅
保
健
セ
ン
タ

ー
、
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー
、
油
谷

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
保
育
園

に
備
え
付
け
の
入
所
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
必
要
書
類

・
就
労
証
明
書
な
ど
入
所
の
理
由
と

な
る
証
明
書
類

・
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
書
の
写

し
な
ど
保
育
料
算
定
に
必
要
な
書

生活機能評価とは、高齢者に起こりやすい足腰の衰えや栄養の衰えはないかなど、危険な老化
のサインを早期に発見し、介護が必要になることを予防するものです。
いくつになっても、自分らしく生き生きと暮らしていくためには、まず今の自分の状態を知る

ことが必要です。生活機能評価を受けて心身の機能の衰えがないかをチェックしましょう。

生活機能評価を受けるためには
下の「基本チェックリスト」の質問に「はい」と「いいえ」でチェックしてみましょう。下記

の①～④のいずれかに該当した場合は生活機能低下の恐れがあります。該当した人は高齢障害課
に電話でご連絡下さい。

①質問６～10までで、「1」に○が付いた数が３項目以上
②質問11と12の両方で「1」に○が付いた人
③質問13～15までで、「1」に○が付いた数が２項目以上
④質問１～20までで、「1」に○が付いた数が10項目以上

■今年度の対象者 昭和18年９月１日～昭和19年３月31日生まれの人で要支援・要介護認定を
受けていない人

■実施期限　　平成21年３月31日
■問い合わせ　高齢障害課 高齢福祉係　　TEL23‐1157

■
問
い
合
わ
せ
　
　

地
域
福
祉
課
子
ど
も
未
来
室

TEL
23
‐
１
１
５
６

な
が
と
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
会

な
が
と
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、
小
学
生
や
幼
児
の
み
な

さ
ん
と
楽
し
く
遊
ぶ
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
／
14
（日）

10：

00
〜
12：
00

■
場
所
　
な
が
と
総
合
体
育
館

軽
運
動
室

■
内
容
　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
過
ご
す
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
会

■
対
象
　
小
学
生
、
幼
児
（
保
護
者

同
伴
）

■
募
集
定
員
　
小
学
生
、
幼
児
あ
わ

せ
て
60
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料
　
１
人
　
100
円
（
保
険
代

と
し
て
・
当
日
受
付
で
集
金
）

■
持
参
物
　

・
上
履
き
ま
た
は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

・
300
円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
用
で
、
男
女
兼
用
の

も
の
）

■
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
り

次
の
と
お
り
申
し
込
む

・
往
信
側
（
表
面
）

〒
759
‐
4101

長
門
市
東
深
川
2660
‐
４

長
門
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
係

・
往
信
側
（
裏
面
）

参
加
者
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
性
別
、

学
年
、
地
区
子
ど
も
会
名
（
所
属

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・

電
子
証
明
書
の
取
得
は
お
早
め
に

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ-

ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
さ
れ
て
確
定

申
告
す
る
場
合
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証
明
書
の
取
得

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

取
得
さ
れ
る
場
合
は
、
確
定
申
告

時
期
で
あ
る
２
月
、３
月
に
な
る
と
、

窓
口
が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
手
数
料
　

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
　
　
500
円

※
申
請
か
ら
取
得
ま
で
に
２
週
間
程

度
か
か
り
ま
す

・
電
子
証
明
書
　
　
　
　
　
　
500
円

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
係

TEL
23
‐
１
１
２
８

が
あ
る
場
合
の
み
）、
保
護
者
氏

名
、
電
話
番
号

・
返
信
側
（
表
面
）

郵
便
番
号
、
住
所
、
参
加
者
氏
名

※
返
信
側
裏
面
は
招
待
状
に
な
り
ま

す
の
で
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

※
兄
弟
姉
妹
等
で
参
加
の
場
合
は
往

復
ハ
ガ
キ
に
複
数
の
参
加
者
の
名

前
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限
　
12
／
５
（金）
（
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
生
涯
学
習
係

TEL
23
‐
１
２
５
９



介
護
予
防
講
座

う
つ
を
防
ぐ
考
え
方
、
体
力
ア
ッ
プ

■
日
時
　
12
／
12
（金）10：

00
〜
11：

30

■
場
所
　
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
勝
浦
れ
い
子
（
山
口
福
祉

専
門
学
校
精
神
保
健
福
祉
科
科
長
）

介
護
の
基
本
を
学
び
、

元
気
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

■
日
時
　
12
／
16
（火）14：

30
〜
16：

00

■
場
所
　
山
口
福
祉
専
門
学
校

■
講
師
　
末
永
理
津
子
（
山
口
福
祉

専
門
学
校
介
護
福
祉
科
科
長
）

共
通
事
項

■
定
員
　
各
講
座
と
も
20
名
程
度

■
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み

■
申
込
期
限
　
12
／
９
（火）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
福
祉
専
門
学
校

TEL
43
‐
０
１
１
１

今、深刻な問題となっている地球温暖化。この解決のため、国は全ての国民が一丸となって取り組む国民運
動「チーム・マイナス６％」を推進しています。
この運動と連携して、山口県および県内の市町では、「冬のエコスタイル・エコドライブキャンペーン」に取
り組みます。地球温暖化防止のため、環境に優しい行動を心がけましょう。皆さんのご協力をお願いします。

エコスタイル
・ウォームビズにしましょう（着るものを工夫して暖
房の設定温度を控えめにしましょう）
・暖房時の設定温度を20℃にしましょう

エコドライブ
・優しいアクセル操作でゆっくり発進しましょう

（ふんわりアクセルｅスタートで）
・駐車時はアイドリングストップしましょう

（エンジンを切る習慣をつけましょう）
・出かける前に計画・準備をしましょう
・タイヤの空気圧を定期的に点検しましょう
・エアコンを控えめにしましょう

その他の取り組み
・蛇口はこまめにしめましょう
・電気のスイッチをこまめに切りましょう
・暖房便座の温度を控えめにしましょう
・用紙は両面使いましょう
・地産地消をしましょう　・過剰包装を断りましょう
・マイバッグを持参しましょう

～12月はノーマイカー強化月間です～
できるだけノーマイカーで通勤しましょう。
また、ノーマイカー通勤に取り組まれていない事業
所等は是非取り組んでみましょう。

（例：長門市役所は、３日・17日に実施）

山口県では、１２月の１ヵ月間、白熱電球に比べて
省電力、長寿命の省エネ電球（電球形蛍光ランプ）へ
の取替えを促進するキャンペーンを、県内の電器販売
店と連携して実施します。
家庭におけるＣＯ2排出量の約４割は電気から出て
います。消費電力のうち照明が占める割合は約１６％
とエアコンに次いで多くなっています。
白熱電球から省エネ電球に取り替えることで、消費
電力は約１／４以下、寿命は約６倍に延びます。
この機会に家庭にある白熱電球を省エネ電球に取り
替え、ＣＯ2の排出を削減しましょう。

県内一斉ノーマイカーデー実施結果
10月15日（水）、CO2削減県民運動の一環と
して、山口県では初めての「県内一斉ノーマイカ
ーデー」が実施されました。市内の多くの事業所
にもご協力いただきありがとうございました。

世
界
人
権
宣
言
60
周
年
記
念
行
事

地
球
の
ス
テ
ー
ジ

地
球
上
に
は
、
今
も
紛
争
や
災
害

で
苦
し
ん
で
い
る
多
く
の
人
々
が
い

ま
す
。
懸
命
に
生
き
よ
う
と
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
感
動
あ
ふ
れ
る
多
く
の
出
会
い

と
命
あ
る
こ
と
の
喜
び
を
、
映
像
と

音
楽
で
つ
づ
る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

■
日
時

12
／
20
（土）13：

00
〜
16：

30

■
場
所

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料

無
料（
要
入
場
整
理
券
）

■
同
時
開
催
　
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
萩
・
長
門
・
阿
武

地
区
大
会
表
彰
式

■
主
催

山
口
人
権
啓
発
活
動
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
４
７
８

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

海
外
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
援
助

の
手
を
差
し
延
べ
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外

た
す
け
あ
い
」
を
12
月
１
日
（月）
か
ら

25
日
（木）
ま
で
の
間
実
施
し
ま
す
。

義
援
金
は
、
世
界
各
地
で
多
発
す

る
自
然
災
害
や
紛
争
等
に
よ
る
犠
牲

者
の
緊
急
援
助
、
開
発
途
上
国
赤
十

字
社
の
行
う
保
健
衛
生
・
災
害
対
策

事
業
、
青
少
年
の
教
育
支
援
事
業
等

の
開
発
協
力
に
役
立
て
ま
す
。

義
援
金
窓
口
は
、
郵
便
局
、
取
扱

表
示
の
あ
る
金
融
機
関
、
農
業
協
同

組
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
各
放
送
局
、
日
本
赤

十
字
社
（
支
部
、
病
院
、
血
液
セ
ン

タ
ー
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２

商
工
会
議
所
・
商
工
会

合
同
な
ん
で
も
相
談
会

長
門
商
工
会
議
所
・
な
が
と
大
津

商
工
会
で
は
、
今
年
も
合
同
で
何
で

も
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

12
／
８
（月）10：

00
〜
15：
00

■
場
所
　
長
門
商
工
会
議
所

■
相
談
内
容
　
金
融
、
経
営
、
税

務
・
経
理
、
労
務
・
労
働
、
社
会

保
険
、
法
律
、
年
金
、
登
記
、
特

許
、
各
種
共
済
、
消
費
税
、
長
門

地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

■
相
談
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

長
門
商
工
会
議
所

TEL
22
‐
２
２
６
６

な
が
と
大
津
商
工
会
三
隅
支
所

TEL
43
‐
０
０
３
３

な
が
と
大
津
商
工
会
日
置
支
所

TEL
37
‐
２
１
６
４

な
が
と
大
津
商
工
会
油
谷
支
所

TEL
32
‐
１
１
８
３

長
門
大
津
お
や
こ
劇
場

総
合
劇
集
団
「
俳
優
館
」
公
演

か
ら
だ
の
不
思
議
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ぼ
く
ら
は
み
ん
な
生
き
て
い
る
！
」

■
日
時
　
12
／
７
（日）

開
演
17：

00
（
開
場
16：

30
）

■
場
所
　
日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
　

・
一
般
　
　
　
　
　
１
、
５
０
０
円

・
４
歳
〜
高
校
生
　
１
、
０
０
０
円

・
親
子
ペ
ア
券
　
　
２
、
０
０
０
円

レ
ッ
ツ
毛
筆
！

自
分
だ
け
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
る

■
日
時
　
12
／
23
（火）９：

30
〜
11：

30

■
場
所
　
長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
小
学
生
か
ら
大
人
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
料
　
300
円
（
材
料
費
他
）

※
会
員
は
無
料

■
持
参
す
る
も
の
　
習
字
道
具
、
練

習
用
半
紙
、
古
新
聞
、
古
タ
オ
ル

■
講
師
　
山
本
春
渓
先
生

共
通
事
項

■
問
い
合
わ
せ

NPO
法
人
長
門
大
津
お
や
こ
劇
場

TEL
26
‐
６
１
２
３

広告枠 広告枠



毎
年
恒
例
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
の
新

春
企
画
！

テ
レ
ビ
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る

「
ふ
じ
い
あ
き
ら
」
と
不
思
議
の
国

お
フ
ラ
ン
ス
か
ら
や
っ
て
き
た
「
ム

ッ
シ
ュ
・
ピ
エ
ー
ル
」
が
、
マ
ジ
ッ

ク
で
競
演
。
抱
腹
絶
倒
、
大
爆
笑
の

ス
テ
ー
ジ
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

●
日
時
　
１
／
18
（日）

14
時
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
　
　
　
般
／
２
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
／
１
、
０
０
０
円

・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
ラ
イ
ブ
／
18
時
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
　
　
　
般
／
１
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　
　
５
０
０
円

全
国
の
フ
ァ
ン
か
ら
支
持
さ
れ
続

け
て
い
る
躍
動
感
溢
れ
る
舞
台
。
劇

団
「
カ
ッ
パ
座
」
の
贈
る
、
親
子
で

楽
し
め
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
劇
場
に
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
／
14
（日）

14
時
〜

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

３
歳
以
上
／
１
、
７
０
０
円

１
９
６
６
年
以
降
、香
月
泰
男
は
、

婦
美
子
夫
人
を
同
伴
し
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
へ
頻
繁
に
で
か
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
描
か
れ
た
膨
大
な
ス

ケ
ッ
チ
や
素
描
集
は
、
対
象
の
最
も

際
立
っ
た
美
し
さ
が
印
象
的
に
描
か

れ
て
お
り
、
見
る
人
の
心
を
魅
了
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

観
客
動
員
数
300
万
人
突
破
を
記
録

し
た
Ｔ
Ａ
Ｏ
。
壮
大
な
和
太
鼓
の
響

き
と
迫
力
に
ご
期
待
下
さ
い
。

●
と
き
　
12
／
13
（土）
（
２
回
公
演
）

昼
の
部
／
14：

00
〜

夜
の
部
／
18：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
席
／
５
、
０
０
０
円

Ａ
席
／
４
、
０
０
０
円

Ｂ
席
／
３
、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
９
８
８
５

去
る
10
月
15
日
、
な
が
と
総
合

体
育
館
に
て
、
長
門
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の

主
催
で
、
日
常
生
活
の
基
本
と
な

る
体
力
を
確
か
め
る
た
め
の
「
体

力
・
運
動
能
力
テ
ス
ト
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
も
と
に

自
分
に
適
し
た
運
動
を
規
則
正
し

く
行
い
、
体
力
の
維
持
増
進
、
さ

ら
に
は
健
康
に
自
信
を
持
っ
て
生

活
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
各
社
会
教
育
関
係
団

体
か
ら
満
20
歳
〜
満
64
歳
の
男
女

92
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

６
種
の
テ
ス
ト
（
握
力
・
上
体

起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横

跳
び
・
立
ち
幅
跳
び
・
20
ｍ
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
）
の
得
点
に
よ
り
、
現

在
の
体
力
年
齢
を
判
定
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
汗
を
流
し
な
が
ら

一
生
懸
命
測
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
年
１
回
、
毎
年
こ

の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ

う
い
っ
た
活
動
に
長
門
市
体
育
指

導
委
員
も
各
種
目
の
計
測
員
と
し

て
参
加
協
力
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
か
ら
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
わ

れ
る
方
は
、
個
人
で
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
の
で
ご
遠
慮
な
く
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

測定を行う体育指導委員

今
回
の
展
示
で
は
、
１
９
６
６
年

以
降
の
欧
米
素
描
を
紹
介
し
ま
す
。

●
会
　
期
　
１
／
25
（日）
ま
で

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
０
８

凱
旋
公
演文化の日

き
山
口
国
体
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

開
催
さ
れ
て
い
る
の
が
山
口
県
総
合

芸
術
文
化
祭
で
あ
り
ま
す
。

２
回
目
の
今
年
、
そ
の
会
場
に

〈
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
〉
が
選
ば
れ
た
の

は
、
本
市
に
お
け
る
国
民
文
化
祭
の

各
イ
ベ
ン
ト
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の

こ
と
で
す
。

そ
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
俵
山

子
ど
も
歌
舞
伎
と
本
市
の
く
じ
ら
文

化
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
創
作
歌
舞
伎

で
し
た
。

俵
山
中
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る

「
寿
式
三
番
叟

こ
と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ば
そ
う

」
は
５
人
で
演
じ
る
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
舞
踊
で
す
が
、
息
の

合
っ
た
演
技
は
観
る
人
を
様
式
美
の

世
界
に
惹ひ

き
こ
み
ま
す
。
俵
山
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
の
「
白
波
五
人
男

し
ら
な
み
ご
に
ん
お
と
こ

」

は
台
詞
の
覚
え
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

見
得

み

え

の
切
り
方
の
上
手
さ
に
は
感
服

で
す
。

市
川
笑
三
郎
さ
ん
の
脚
本
・
演
出

に
よ
る
創
作
舞
台
公
演
「
長
門

な

が

と

鯨
回
向

く
じ
ら
え
こ
う

外
伝

も
の
が
た
り

」
は
地
元
の
出
演
者
も

含
め
た
素
人
の
皆
さ
ん
に
よ
る
舞
台

で
し
た
が
、
私
た
ち
の
誇
る
鯨
回
向

や
鯨
唄
な
ど
の
「
伝
統
文
化
」
と

「
み
す
ヾ
さ
ん
の
心
」、
そ
し
て
古
典

芸
能
の
殿
堂
〈
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
〉

が
一
体
と
な
っ
た
創
作
劇
と
も
云
え

る
も
の
で
し
た
。
６
月
か
ら
５
ヵ
月

間
に
わ
た
る
稽
古
の
成
果
は
、
長
門

11
月
２
、
３
日
の
二
日
間
、
山
口

県
総
合
芸
術
文
化
祭
が
〈
ル
ネ
ッ
サ

な
が
と
〉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一

昨
年
の
秋
に
山
口
県
で
国
民
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も

数
々
の
文
化
事
業
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
こ
と
は
ご
記
憶
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
仙
崎
の
ま
ち
な
み
に
創
出
さ
れ

た
「
み
す
ヾ
の
世
界
」
や
棚
田
の
美
し

い
風
景
の
な
か
で
案
山
子

か

か

し

と
遊
ん
だ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、〈
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
〉
の
大
舞
台
で
堂
々
と
演
じ
き
っ

た
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」
な
ど
に
多
く
の

人
々
が
楽
し
み
、
ま
た
感
動
い
た
し

ま
し
た
。

そ
う
し
た
国
民
文
化
祭
で
発
揮
し

た
県
民
力
を
よ
り
高
め
て
、
来
る
べ

市
の
新
た
な
文
化
の
誕
生
と
も
い
え

る
感
動
と
と
も
に
会
場
を
熱
く
さ
せ

ま
し
た
。
ま
さ
に
創
る
文
化
の
成
功

で
す
。

翌
日
は
「
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
の
子

ど
も
た
ち
が
神
楽
や
人
形
浄
瑠
璃
な

ど
の
伝
統
芸
能
や
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ

ス
、
和
太
鼓
な
ど
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
伝
統
文

化
か
ら
創
作
文
化
ま
で
と
多
彩
な
文

化
の
二
日
間
で
し
た
が
、「
守
る
文
化
」

と
「
創
る
文
化
」
の
花
開
く
瞬
間
を
見

た
文
化
の
日
の
ひ
と
と
き
で
も
あ
り

ま
し
た
。

〈
私
の
〉
旅
・
欧
米
素
描
展

市
内
は
も
と
よ
り
県
内
か
ら
集
ま

る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ
る
名
曲

の
熱
演
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
廣
田
龍

人
さ
ん
率
い
る
「
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」
も

登
場
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
12
／
13
（土）

・
ア
マ
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／

14
時
〜
（
入
場
無
料
）

長
門
市
出
身
の
作
詞
家
・
故
大
津

あ
き
ら
氏
の
業
績
を
顕
彰
し
、
歌
謡

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
12
／
７
（日）

第
１
部
／
10：

00
〜

第
２
部
／
13：

00
〜

●
第
１
部
　
北
浦
地
域
の
歌
謡
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
歌
唱
大
会

●
第
２
部
　
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル
と
ゲ

ス
ト
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

●
ゲ
ス
ト
歌
手
　
水
沢
明
美

●
入
場
料
　
１
、
０
０
０
円

※
全
自
由
席
、
中
学
生
以
下
無
料

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
８
９
８
６

親
し
み
易
い
！
元
気
が
出
る
！
と

好
評
の
吉
田
正
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
。
吉
田
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
、
楽
し
い
ト
ー
ク
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

は
ほ
か
で
は
聴
け
ま
せ
ん
。

●
と
き
　
２
／
22
（日）

13：

30
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
　
　
　
席
／
３
、
５
０
０
円

Ａ
　
　
　
席
／
３
、
０
０
０
円

Ｂ
　
　
　
席
／
２
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　
　
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
席
は
Ｂ
席
の
み

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
３
３
４

故
阿
久
悠
の
秘
蔵
っ
子
、
あ
さ
み

ち
ゆ
き
の
美
し
い
歌
声
を
ぜ
ひ
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
３
／
１
（日）

14：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

３
、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
日

12
／
10
(水)

10：

00
〜

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
３
３
５

海
援
隊
の
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
３
／
14
（土）

17：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

４
、
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

友
の
会
　
12
／
６
（土）

10：
00
〜

一
　
般
　
12
／
15
(月)

10：

00
〜

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
ル
ネ
ッ
サ
な

が
と
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
１
４
１
７

海
援
隊
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

あ
さ
み
ち
ゆ
き

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
９

第
２
回
〈
大
津
あ
き
ら
杯
〉

県
内
選
抜
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル

吉
田
正
記
念
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ

ポ
ッ
プ
ス
＆
ロ
ッ
ク
シ
ョ
ー

劇
団
カ
ッ
パ
座
公
演「天

の
た
ま
ご
」

爆
笑
！
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー



●
日
時
・
会
場

・
12
／
16
（火）

13：

00
〜
14：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法

事
前
に
長
門
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
む

TEL
22
‐
２
８
１
１

●
日
時
・
会
場

・
12
／
９
（火）

13：

00
〜
16：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法

事
前
に
長
門
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
む

TEL
22
‐
２
８
１
１

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
TEL
22
‐
２
７
１
７

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
月
〜
金
曜
日
　
８：

30
〜
17：

00

土
曜
日
　
８：

30
〜
12：

00

（
12
／
23
（火）
、
27
(土)
、

29
（月）
〜
31
（水）
は
休
み
）

長
門
総
合
病
院
　
　
TEL
22
‐
２
２
２
０

●
３
ヵ
月
児
健
康
診
査
（
110
日
以
降
）

・
毎
週
火
曜
日
　
13：

00
〜
14：

00

（
12
／
23
（火）
、
30
（火）
は
休
み
）

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
12
／
４
（木）
・
18
（木）

13：
00
〜
14：

00

木
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
TEL
32
‐
０
０
０
８

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
12
／
９
（火）

14：

00
〜
14：

30

●
共
通
事
項

受
診
時
に
母
子
健
康
手
帳
と
乳
児
一

般
健
康
診
査
受
診
票
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

●
対
象
　
19
年
５
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時
　
12
／
10
（水）
13：

00
〜
13：

30

●
会
場
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の

母
子
健
康
手
帳
等

●
対
象
　
17
年
11
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時
　
12
／
24
（水）
13：

00
〜
13：

30

●
会
場
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の

母
子
健
康
手
帳
等

●
日
時
・
会
場

・
１
課
12
／
２
（火）

９：

30
〜
14：

30

・
２
課
12
／
９
（火）

13：

30
〜
16：

30

・
３
課
12
／
16
（火）

10：

00
〜
14：

30

●
会
場
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
妊
婦
と
そ
の
家
族

●
日
時
・
会
場

・
毎
週
木
曜
日

９：

00
〜
11：

30
、
13：

00
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
３
（水）

９：

00
〜
11：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

13：

00
〜
15：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
８
（月）

９：
30
〜
11：

30

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
12
／
10
（水）

９：

30
〜
11：

30

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー
　

・
12
／
11
（木）

９：

00
〜
12：
00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
22
（月）

９：

30
〜
11：

30

向
津
具
公
民
館

・
12
／
26
（金）

９：

30
〜
11：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
成
人

●
日
時
・
会
場

・
12
／
３
（水）

10：

00
〜
11：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
12
／
５
（金）
、
19
（金）

９：

30
〜
11：

30
、
13：

00
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
５
（金）

10：

00
〜
11：

30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
17
（水）

９：

30
〜
11：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
12
／
19
（金）

９：

30
〜
11：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者

エネルギー…385 kcal    脂質…22.0 g

塩分相当量…1.0 g   たんぱく質…20.7 g  

（１人分）

鯨ミンチがない場合はフードプロセッサ－でミンチにします。鯨のない場合は
牛肉のミンチでもOK。いろいろなひき肉を使用してもおいしくいただけます。

（４人分）
鯨ミンチ
玉ねぎ
卵白
もち米の粉
砂糖
赤味噌
カレー粉
ゴマ油

片栗粉
揚げ油
キャベツ
油
バター
小麦粉
カレー粉
ブイヨン
牛乳
塩・こしょう・ウスターソース

鯨を使ったアイデア料理

鯨ボールカレーソース煮

乳

児

健

康

診

査

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

３
歳
児
健
康
診
査

育

児

相

談

12／14（日）・12／19（金）

健

康

相

談

①玉ねぎはみじん切りにする。
②鯨ミンチに玉ねぎ、つなぎの卵白、もち米の粉、調味料を加えよく混ぜ合わす。
③②を15個に分けて団子にする。形を整えながら片栗粉をまぶす。
④ 揚げ油を170℃に熱し、いったん火を止めて③の団子を全部入れて再び火をつけて約3分
揚げ、中まで火を通す。

⑤ キャベツはしなっとなるまで、蒸し茹でにし小角に切る。
⑥ フライパンに油とバターを入れて熱し、ふるった小麦粉を炒め充分火が通ったらカレー粉
を加え、香りが出るまで炒めブイヨン、牛乳でのばしカレールーを作る。塩、こしょう、
ウスターソースで味をととのえる。

⑦⑤のキャベツと④の団子を入れ煮込む。

…300ｇ
…1/4個
…小１個分
…大さじ２
…大さじ１
…大さじ１
…小さじ１
…小さじ２
…適宜
…適宜
…1/4個
…大さじ１
…大さじ２
…大さじ３
…大さじ１
…２個
…２カップ
…少々

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時

季
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

最
も
流
行
す
る
12
〜
３
月
に
備
え

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
人
の
く
し

ゃ
み
や
咳
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス

が
、
空
気
中
に
放
出
さ
れ
て
他
の
人

の
呼
吸
器
に
吸
い
込
ま
れ
る
こ
と
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
る
と
、
１
〜
３
週
間
の
潜

伏
期
を
経
て
症
状
が
出
始
め
ま
す
。

症
状
は
風
邪
と
違
っ
て
、
38
℃
以

上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉

痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
強
く
、
の
ど

の
痛
み
や
咳
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

ｍ
先
ま
で
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

・
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

健
康
な
成
人
で
は
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
効
果
は
約
80
％
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て

そ
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
２
週

間
程
度
か
か
る
た
め
、
12
月
中
旬

ま
で
に
は
予
防
接
種
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

・
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
、

治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う

・
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う

・
栄
養
と
休
息
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う

・
症
状
が
出
て
か
ら
３
〜
７
日
間
は

他
の
人
へ
う
つ
す
可
能
性
が
高
い

の
で
、
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
へ

行
く
の
は
避
け
ま
し
ょ
う

・
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

他
の
人
へ
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

〜
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
〜

知
っ
て
お
こ
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

意
外
に
怖
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

抵
抗
力
の
弱
い
高
齢
者
や
乳
幼

児
、
あ
る
い
は
気
管
支
喘
息
や
慢
性

心
不
全
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
基
礎
疾

患
を
も
つ
方
の
場
合
、
重
篤
な
感
染

症
に
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
死
に
い
た
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
グ
ラ
フ
）。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は

・
手
洗
い
と
う
が
い

外
出
先
か
ら
帰
っ
た
ら
、
ま
ず

手
洗
い
う
が
い
を
し
て
ウ
イ
ル
ス

を
取
り
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

・
適
度
な
温
度
・
湿
度

乾
燥
し
た
冷
た
い
空
気
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
長
生
き
さ
せ
た
り
、
の

ど
や
鼻
の
粘
膜
を
弱
め
ま
す
。
加

湿
器
を
使
う
な
ど
し
て
、
湿
度
を

50
〜
60
％
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

・
十
分
な
栄
養
と
休
息

不
規
則
な
生
活
や
偏
っ
た
食
事

は
、
体
の
抵
抗
力
を
弱
め
て
し
ま

い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
体
調
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
マ
ス
ク
の
着
用

空
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
ウ
イ

ル
ス
の
吸
い
込
み
防
止
に
効
果
的

で
す
。
ま
た
、
マ
ス
ク
を
せ
ず
に

咳
を
す
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
２
〜
３

心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

禁

煙

相

談
（
要
予
約
）

妊

婦

学

級
（
要
予
約
）

ノロウイルスに注意
ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年
を通して発生していますが、特に冬期に流行します。
予防するためのポイントは、石けんで手をよく洗う
ことです。

②



特
集
で
紹
介
し
て
い
る
「
ゆ
や
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
に
、
今
回
は
出
演
者
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
終
盤
に
行
わ
れ
た
和
太
鼓

演
奏
の
一
演
奏
者
と
し
て
舞
台
に
立
た

せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
今
回
の

ス
テ
ー
ジ
で
は
演
奏
に
加
え
て
会
場
に

来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
「
和

太
鼓
体
験
教
室
」
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。

当
然
舞
台
に
上
が
っ
て
い
る
の
は
和

太
鼓
な
ん
て
や
っ
た
こ
と
の
な
い
子
ど

も
た
ち
。
最
初
は
不
安
と
緊
張
で
ガ
チ

ガ
チ
の
様
子
で
し
た
が
、
ひ
と
た
び
太

鼓
を
叩
い
て
み
る
と
そ
ん
な
固
さ
は
ど

こ
へ
や
ら
。
満
面
の
笑
顔
で
み
ん
な
楽

し
そ
う
に
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
音
楽
」
と
は
書
い
て
字
の
ご
と
く

「
音
」
を
「
楽
し
む
」
も
の
な
の
だ
と
改

め
て
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、
ス
ト

ー
ブ
に
よ
る
火
災
は
、
使
う
人
の
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
で
出
火
す
る
ケ
ー
ス

が
目
立
ち
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す

る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
新
聞
、
雑
誌
な

ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

・
カ
ー
テ
ン
や
洗
濯
物
な
ど
が
接
触
し

な
い
よ
う
に
す
る

使
用
方
法

・
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し

く
使
用
す
る

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー

等
の
引
火
の
危
険
が
あ
る
も
の
は
使

用
し
な
い

・
灯
油
を
補
給
す
る
と
き
は
、
完
全
に

火
が
消
え
て
か
ら
行
う

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も
の

は
、
給
油
後
、
燃
料
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
締
め
、
漏
れ
が
な
い
こ
と

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

を
確
認
す
る

危
険
物
の
保
管

・
灯
油
の
容
器
は
金
属
製
の
も
の
、
ま

た
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
奨
励
マ
ー

ク
も
し
く
は
認
定
証
が
貼
付
さ
れ
い

る
も
の
を
使
用
し
、
必
ず
栓
を
し
っ

か
り
締
め
て
密
閉
す
る

・
火
気
を
使
用
す
る
場
所
か
ら
遠
ざ
け

る
と
と
も
に
、
直
射
日
光
を
避
け
た

場
所
に
保
管
す
る



事故件数 傷者数死者数

本年累計

前年対比

本年累計

前年対比

昨年中の交通事故死者数

昨年中の交通事故死者数

人

人

件

件

件

件

人

人

人

人

人

人

人

人

東
京
の
高
校
生
が
青
海
島
を
来
訪

島
人
の
人
情
に
感
激

11
月
13
日
、
東
京
都
立
桜
町
高
等
学

校
の
生
徒
228
人
が
修
学
旅
行
で
青
海
島

を
訪
れ
、
終
日
、
島
の
自
然
や
暮
ら
し

ぶ
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
は
地
元
の
人
た
ち
と
と
も
に
野

菜
の
収
穫
や
地
引
き
網
、
波
止
場
釣
り
、

わ
ら
細
工
、
餅
つ
き
、
魚
の
さ
ば
き
な

ど
を
体
験
。
地
元
の
人
た
ち
と
も
す
ぐ

に
う
ち
と
け
、
自
ら
進
ん
で
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

初
め
て
乗
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
初
め
て
さ
ば
く
生
き
た
魚
、
キ
ネ
と
ウ

ス
で
の
餅
つ
き
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
な
か
な
か
都
会
で
は
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
田
舎
の
人
や
自
然
・
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
に
感
激
し
た
よ
う

す
で
、
お
別
れ
式
で
は
目
を
潤
ま
せ
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。


	01.pdf
	02.pdf
	03.pdf
	04.pdf
	05.pdf
	06.pdf
	07.pdf
	08.pdf
	09.pdf
	10.pdf



